
提言第10号　大腸内視鏡検査等の前処置に係る死亡事例の分析

・80 歳代。複数回の腹部手術歴あり。認知機能低下あり。

・下腹部痛、排便困難感があり、大腸内視鏡検査が予定された。

・検査当日に服用する予定のムーベン2,000 mL を検査前日に自宅で服用した。その後、
腹痛、嘔吐があり、意識レベルが低下し、救急搬送後、同日死亡した。

・死因は、腸管通過障害に伴う腸管穿孔、敗血症性ショックの疑い。死亡時画像診断
（Ai） 無、解剖無。

＜事例概要＞

事例8


